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要 旨

大手前大学西宮 キャンパスの安藤忠雄氏設計 アー トセ ンターの敷地内には、草庵様式

の茶室 「竹立庵」がある。明治か ら大正初期 に大阪北浜で活躍 した株仲買人岩本栄之助

(1877-1916年)が 当時100万 円(現 在の価値で約50億 円 とも80億 円ともいわれる)を 寄

付 して大阪中央公会堂が建 設されたことは有名である。 この敷地 はかつ て栄之助の別邸

であったが、彼が営んだ茶室が福井有大手前学園理事長の意志 があって、保存 されて来

たのだ。教養 人で もあった栄之助 を偲ばせ る三畳台 目の本格的中板 の席である。本稿 で

は茶道 の持つ文化的意義 に焦点 を当て、竹立庵 を巡 る文化の諸相 を明 らか にしたい。 ま

ず茶の湯の文化的意義 について、伝統 日本文化 の多分野継承 システム としての茶の湯 と

The、BookofTeaに 見 られる岡倉天心の茶の心の2つ の側面か ら検討す る。そ して、竹

立庵 を巡 る時空 を越えた文化 の営 みについて、竹立庵 を営 んだ岩本栄之助、竹立庵の本

歌 あるいはオ リジナル とされる京都久田家半林庵、そ してその半7YI`庵を好んだ(デ ザイ

ンした)と される江戸 中期の千家長老久田宗全 といった側面か ら検討す る。

キーワー ド 茶道、茶室、 日本伝統文化、茶の本、生の技

1.は じめ に

大手前大学西宮 キャンパスの安藤忠雄氏設計 アー トセ ンターの敷地内には、草庵様式

の茶室 「竹立庵」がある。明治か ら大正初期 に大阪北浜で活躍 した株仲買人岩本栄之助

(1877-1916年)が 当時100万 円(現 在の価値で約50億 円とも80億 円 ともいわれ る)を 寄

付 して大 阪中央公会堂が建設 された ことは有名である。 この敷地はかつて栄之助 の別邸

であったが、彼が営んだ茶室が保存 されて来たのだ。教養 人でもあった栄之助 を偲 ばせ
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る三畳台 目の本格的中板の席 である。2004年4月 か らは武者小路千家官休庵家元千宗守

客員教授 の 「日本文化 の伝統」 の講義が始 まったが、その実演 の教場 として も活躍 して

いる。

また、竹立庵が名高い久田家半林庵の写 しである らしいことが判 ってきている。久田

家 とい えば三千家 と並ぶ茶家であ り、官休庵 当代家元の祖父であ る官休庵 九代愈好斎

(1889-1953)は 久 田家出身である。愈好斎 は東京帝国大学史学科 を卒業 し、茶の湯の

世界 に論理 的批評 を加えたことでも知 られ、著述 も多い。 また、半躰庵 は久田家 を代表

す る茶室で、江戸 中期の千家長老久田宗全(1647-1707年)が 好 んだものとされている。

江戸 の中期 は佗 び茶 にとって千利休(1522-1591年)の 創設期 に並ぶ中興の時期 とされ

ている。栄之助 ならそ うい う謂れの茶室 を自宅 に写 した として も不思議 の無い人物であ

ろう。

一方で、栄之助が何時 この茶席 を建 てたのかは定 かではないが、1916年 に39歳 で ピス

トル 自殺 をした年齢か ら考 えて、明治末期か ら大正初期 にか けての1910年 前後であった

だろうと推測で きる。 この時期は岡倉天心(1862-1913年)が ボス トン美術館 で活躍の

傍 ら、The.BookofTea(1906年)な どを出版 し、1913年 に50歳 で病没す る時期 とも重

なる。中央公会堂の着工が1912年 であるか ら、活躍 の舞台は異 なるものの世界の中の 日

本 を意識 して文化 の発揚 を願 った同時代 人であった。

この ように竹立庵 を巡 っては時空 を越 えた文化の営みが交錯 している。本稿 では茶道

の持つ文化的意義に焦点 を当て、竹立庵 を巡る文化の諸相 を明 らかに したい。 §2で は

茶 の湯 の文化的意義 について、伝統 日本 文化 の多分野継承 シス テム としての茶の湯 と

TheBookofTeaに 見 られ る岡倉天心 の茶の心の2つ の側面か ら検討す る。 §3で は竹

立庵 を巡 る文化の諸相 について、岩本栄之助、久田家半林庵、そ して千家長老久 田宗全

といった側面か ら検討する。

2.茶 の湯 の文化 的意義

2.1伝 統 日本文化の多分野継承 システム としての茶の湯

茶 の湯あるいは茶道の文化 的価値 についてこれ までも多 くが語 られて きた。 しか し、

伝統 日本文化の広い分野 にわたる維持継承機能 につ いては広 く認識、評価 されてきてい

ない ように思われる。今、世界 に目をやれば、戦禍や政変のために多 くの文化遺産や伝

統技能が破壊 されている。かろ うじて生 き延 びた もの も、異国の博物館 などに移 され、

本来あるべ き姿 で 目にで きる ことは少 ない。 日本 において も明治維新 や高度経済成長の

最中に多 くの伝統が失われたこ とは心 ある人々の知 るところである。茶 の湯の秘め られ

た機能 を再確認で きれば と思 う。

茶の湯は多 くの技能、技術 に支 えられて初めて成 り立つ。 これを逆に考 える と、茶の
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湯が存続すればそれを支 える多 くの技能、技術が存続 して行 くとい うことである。茶碗 、

茶入、水差な どの焼 き物や喪 などの塗 り物、茶杓、..や 風炉、釜は じめ仕服、吊紗 な

ど。多 くの名 のある道具が伝 えられ、名巧が継がれてゆ くの も茶の湯があるか らこそで

あ る。道具ばか りではない、茶室や庭 には 日本建築、造園の粋が集め られている。茶花

は放 っておけば絶滅種 になるか もしれない ような草花 を愛でる。和服 は点前の格 に応 じ、

また季節に応 じて着物や帯の装い を改めるのが慣 わ しである。菓子や懐石料理 もまた季

節や茶会の趣向に応 じて意匠 も新たな ものが供 された り、伝統の ものが供 された りする。

これ ら全 ての ものが、伝統の技能、技術 に よって支 えられている。翻って、茶 の湯はこ

れ ら伝統技能、技術 の維持継承 システムの働 きをしている と言えるだろ う。

この ように、茶の湯 を嗜むことはその精神性 や学術性 を持ち出す まで も無 く、多大 な

貢献 を伝統文化 に果た していることになる。 岡倉天心縁 のボス トン美術館 を訪ねた こと

があるが、そ こに展示 された茶道具 はなるほど大切 には されているのだろうが、茶会 を

知 らずに見たな らつ まらないのではないか と改 めて思った。未 だに茶の湯は有閑の人の

芸事 の ような認識が無 きにしもあ らずだが、 日本伝統文化の維持、継承 に幾重 にも貢献

していることを明記 してお きたい。

2.2TheBookofTeaに 見 られる岡倉天心 の茶の心

前節で述べた茶 の湯の総合芸術 としての機能 を最初 に世界 に問 うたのが岡倉覚三(天

心)のTheBookofTea「 茶の本」である。 この本 は1906年(明 治39年)5月 にニュー

ヨークで出版 された。天心 はこの前年 に42歳 でボス トン美術館中国 日本部顧問 として契

約 している。 また、1904年 にはTheidealsoftheEas亡 「東洋の理想」 を、1905年 には

TheAwakingofJapan「 日本の覚醒」 をいずれ も英語で出版 している。本節ではThe

BookofTeaの 章を追 って重要 な箇所 を引用 して、天心の伝 えようとした茶 の心 を見て

い きたい。原著は周智の ように英語である、紙数は多 くなるが、対応する 日本語 の語彙

も重要であるので筆者の 日本語訳 を付 している。

第1章TheCupofHumanityこ こ ろ の 茶 一 茶 碗 に 込 め られ た 心

こ の 章 で は 日本 文 化 の 端 々 に茶 の湯 が どれ だ け 浸 透 して き た か を述 べ 、 日常 に芸 術 性

や 理 想 が 浸 透 した 状 態 こ そ 文 明 で あ る と主 張 し て い る 。 そ して 茶 道 に代 表 さ れ る文 化 を

西 洋 の 力 の 論 理 に対 抗 す る 「生 の技 」 と位 置 づ け て い る 。

ThelongisolationofJapanfromtherestoftheworld,soconducivetointrospection,

hasbeenhighlyfavourabletothedevelopmentofTeaism.-Ourhomeandhabits,

costumeandcuisine,porcelain,lacquer,painting‐ourveryliterature‐all .have

beensubjecttoitsinfluence.NostudentofJapaneseculturecouldeverignoreits
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presence.Ithaspermeatedtheeleganceofnobleboudoirs,andenteredtheabode

ofthehumble.Ourpeasantshavelearnedtoarrangeflowers,ourmeanestlabourer

toofferhissalutationtotherocksandwaters.

日 本 が 永 く世 界 と鎖 国 して い た こ と で 自分 た ち を 内省 す る こ とが で き、 こ れ は 「茶

道 」 の 発 達 に都 合 が 良 か っ た の で す 。 私 た ち の 家 屋 、 習 慣 、 服 装 や 料 理 、 陶 器 、 漆 器 、

絵 画 一 そ れ に 文 学 で さ え一 何 も か もが 茶 道 の 影 響 を受 け て き た の で す 。 日本 文 化 の研

究 者 は だ れ もそ の 存 在 を無 視 で き な い の で す 。 茶 道 は 貴 婦 人 の優 雅 な私 邸 の 端 々 に ま

で 浸 透 す る一 方 で 身 分 の 低 い 人 々 の住 居 に も影 響 を与 え て き ま した 。 農 民 も花 を 生 け

る こ と を 学 び 、 身 分 の 低 い 労 働 者 も 山水 に敬 意 を 払 う こ と を 学 ん で きた の で す 。

Thosewhocannotfeelthelittlenessofgreatthingsinthemselvesareaptto

overlookthegreatnessoflittlethingsinothers.The.averageWesterner,inhis

sleekcomplacency,willseeintheteaceremonybutanotherinstanceofthethousand

andoneodditieswhichconstitutethequaintnessandchildishnessoftheEastto

him.HewaswonttoregardJapanasbarbarous,whilesheindulgedinthegentle

artsofpeace:hecallshercivilisedsinceshebegantocommitwholesaleslaughter

onManchurianbattlefields.MuchcommenthasbeengivenlatelytotheCodeof

theSamurai,‐theArtofDeathwhichmakesoursoldiersexultinself-sacrifice;but

scarcelyanyattentionhasbeendrawntoTeaism,whichrepresentssomuch.ofour

ArtofLife.Fainwouldweremainbarbarians,ifourclaimtocivilisationwereto

bebasedonthegruesomegloryofwar.Fainwouldweawaitthetime-whendue

respectshallbepaidtoourartandideals.

自 分 の 心 の 中 で は 大 き な こ とが 、 本 当 は た い し た こ と で は な い こ と に 気 が つ か な い

と、 他 人 の小 さ な こ と の 大 き さ を 見 逃 して し ま い が ち で す 。 一 般 の 西 洋 人 は 茶 の 湯 を

見 て 、 東 洋 の お か し な風 習 の 一 つ にす ぎな い と軽 くみ て い ま す 。 彼 ら は 日本 人 が 平 和

的 な 芸 術 に ふ け っ て い る と き は 野 蛮 国 と見 な して い ま し た が 、 満 州 戦 線 で 大 殺 鐵 を 始

め る と、 文 明 国 と呼 ぶ よ う に な り ま した 。

最 近 、 武 士 道(兵 士 が 自分 を 犠 牲 に して も戦 う死 の 技)に つ い て は 盛 ん に 話 題 に な

りま す が 、 茶 道 は 、 そ れ が ま ぎれ も な く生 の 技 で あ る に もか か わ らず 殆 ど注 目 され ま

せ ん 。 も しお ぞ ま し い 戦 争 の 栄 光 が 文 明 国 の 資 格 で あ る な ら、 我 々 は 野 蛮 人 の ま ま で

結 構 で す 。 芸 術 や 理 想 に 当 然 の 尊 敬 が 払 わ れ る よ う に な る ま で 待 ち ま し ょ う。

第2章TheSchoolsofTea茶 の流 れ

この章では中国での茶の起 こりか ら歴史的流れを追 って、伝 え られた 日本で永 く茶が

洗練 され、伝 え続 けて こられたことを解説 している。
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ItisintheJapaneseteaceremonythatweseetheculminationoftea-ideals.Our

successfulresistanceoftheMongolinvasioninI281hadenabledustocarryonthe

SungmovementsodisastrouslycutoffinChinaitselfthroughthenomadicinroad.

Teawithusbecamemorethananidealisationoftheformofdrinking;itisareligion

oftheartoflife.Thebeveragegrewtobeanexcusefortheworshipofpurityand

refinement,asacredfunctionatwhichthehostandguestjoinedtoproducefor

thatoccasiontheutmostbeatitudeofthemundane.Thetea-roomwasanoasisin

thedrearywasteofexistencewherewearytravellerscouldmeettodrinkfromthe

commonspringofart-appreciation.Theceremonywasanimproviseddrama

whoseplotwaswovenaboutthetea,theflowers,andthepaintings.Notacolourto

disturbthe-toneoftheroom,notasoundtomartherhythmofthings,notagesture

toobtrude.ontheharmony,notawordtobreaktheunityofthesurroundings,all

movementstobeperformedsimplyandnaturally‐suchweretheaimsofthetea-

ceremony.Andstrangelyenoughitwasoftensuccessful.Asubtlephilosophylay

behinditall.TeaismwasTaoismindisguise.

日 本 の 茶 の 湯 に こ そ 茶 の 理 想 の 最 高 峰 を見 る こ とが で き ます 。 中 国 で は 遊 牧 民 の 侵

略 の た め に 宋 の 文 化 運 動 は 不 幸 に して 中 断 し た の で す が 、 わ が 国 は1281年 の 元 」CSの反

撃 に 成 功 し た の で そ の 文 化 運 動 を続 行 で き た の で す 。 私 た ち の 茶 は 飲 む 形 式 の 理 想 化

以 上 の も の に な っ て い ます 。 生 の技 の 宗 教 に な っ て い る の で す 。 茶 とい う飲 み 物 が 純

粋 と洗 練 を 崇 拝 す る こ との 口 実 と な り、 亭 主 と客 とが 現 世 の 至 福 の 時 を協 力 して 作 り

出 す 神 聖 な 儀 式 と な っ た の で す 。 茶 室 は 日 々 の 暮 ら しの わ び しい 荒 野 の オ ア シ ス で あ

り、 そ こ で 出会 っ た 疲 れ 果 て た 旅 人 は 芸 術 鑑 賞 と い う共 通 の 泉 で 喉 を潤 せ た の で す 。

茶 会 は茶 、 花 、 絵 画 を め ぐっ て 織 り成 さ れ る プ ロ ッ トに よ る 即 興 の ドラ マ で した 。 茶

室 の トー ン を乱 す 色 も無 く、 諸 々 の リズ ム を損 な う音 も無 く、 調 和 を か き乱 す 動 作 も

無 く、 周 囲 の 統 一・を破 る 言 葉 も無 く、 全 て の 所 作 が 単 純 に 自然 に行 わ れ る一 そ れ が 茶

の 湯 の 目 的 で し た 。 そ して 不 思 議 な こ と に そ の よ う な こ とが しば し ば 成 功 した の で す 。

そ の全 て の 背 景 に は 精 緻 な 哲 学 が あ っ た の で す 。 茶 道 は老 子 の 思 想 が 形 を 変 え て 現 れ

た もの だ っ た の で す 。

第3章TaoismandZennism老 子 の 思 想 と禅

この 章 で は 茶 の 湯 の 背 景 と し て の 老 子 の 思 想 と禅 とが 取 り上 げ ら れ て い る 。

ThewholeidealofTeaismisaresultofthisZenconceptionofgreatnessinthe

smallestincidentsoflife.Taoismfurnishedthebasisforaestheticideals,Zennism

madethempractical.
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茶道全体の理想は日常の些細な出来事の中に偉大さを認識する禅の考えの結果なの

です。老子の思想は審美的理想の基礎を形作り、禅がそれを具体化したのです。

第4章TheTea-room茶 室

この章 で は数 奇屋 の茶室 が そ の独 特 の様 式 に よ って どの よ うな機 能 を持 って い るのか

につ い て述べ られ て い る。利 休 が茶 室 の露 地 の理想 と して藤 原 定家 の和 歌 「見 渡 せ ば

花 も紅葉 もな か りけ り 浦 の とまやの 秋 の夕 暮 れ」 を引用 して い る こ とに も触 れ てい

る。

Thesimplicityofthetea-roomanditsfreedomfromvulgaritymakeittrulya

sanctuaryfromthevexationsoftheouterworld.

そ の簡 素 さ と俗 世 か らの 開放 が茶 室 を外 界 の煩 わ し さか ら逃 れ た本 当 の聖域 と して

い ます 。

第5章ArtAppreciation芸 術鑑 賞

この章 で は本稿 の §2.1で も述べ た よ うに、茶 の湯 の茶 会 が芸 術鑑 賞 を も 目的 と し

て い る ことが語 られ てい る。 と同時 に、戦 国 時代 の終 盤 に千 利休 らをブ レー ン と した織

田信 長、 豊 臣秀 吉 に よって茶 器 の価 値 が領 土 に も匹敵 す る とい う価 値 観が 広 め られてい

た こ とが 指摘 され て い る。 この こ とこそ武 力 の持 つ 「死 の技 」 に対 して茶 の 湯 に代表 さ

れ る文化 が 「生 の技 」 で あ ると 言 え る所 以 で あ る。 この価 値 観 は江 戸 時代 に まで継承 さ

れ たが、 謂 わ ば、 諸将 が茶 の湯 に 「現 を抜 か す」 こ とに よっ て平和 が 維持 され た と言 っ

て も過言 で はない 。

AtthetimewhenTeaismwasintheascendancytheTaiko'sgeneralswould.be

bettersatisfiedwiththepresentofarareworkofartthanalarge-grantofterritory

asarewardofvictory.

茶 道 が 隆盛 で あ った 頃 に は太 閤 の将軍 た ち は戦勝 の褒 美 と して広 大 な領 地 よ りは珍

奇 な芸 術 品 を贈 られ る方が 満足 した もので した 。

第6章 花Flowers

この章 で は茶 室 の花 が取 り上 げ られ て い る。次 の 豊 臣秀吉 と千利 休 の朝 顔 の逸 話 は あ

ま りに も有名 で あ る。

Onthetokonoma,inararebronzeofSungworkmanship,layasinglemorning-

glory‐thequeenofthewholegarden

床 の 間 には宋 の細 工 にな る珍 しい青銅 の器 にた っ た一輪 、 庭 の女 王 と も言 うべ き朝

顔 が生 け られて い ま した。

・ ・
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第7章 茶 の 宗 匠Tea-Masters

こ の 章 で は 茶 の 宗 匠 に つ い て 語 ら れ て い る が 、 そ の 自 ら を 芸 術 そ の も の に 高 め よ う と

す る 心 は次 に 引 用 した 利 休 最 後 の 日の エ ピ ソ ー ドに も表 れ て い る。 こ れ がTheBookof

Teaの エ ピ ロ ー グ で あ る と い う の も心 憎 い 。 ま た 、 目指 した 簡 素 だ が 内 部 に は 最 も力 の

充 実 した 生 命 の 美 し さが あ る、 厳 粛 な 内 攻 的 な 充 実 した 強 靭 な 美 し さ を、 利 休 が 次 の 和

歌 に 託 し て 表 し て い る こ と も紹 介 され て い る 。 藤 原 家 隆 「花 を の み 待 つ ら ん 人 に 山 里

の 雪 間 の 草 の 春 を見 せ ば や 」

Onthedaydestinedforhisself-immolation,Rikiuinvitedhischiefdisciplestoa

lasttea-ceremony.Mournfullyattheappointedtimetheguestsmetattheportico.

Astheylookintothegardenpaththetreesseemtoshudder,andintherustlingof

theirleavesareheardthewhispersofhomelessghosts.Likesolemnsentinels

beforethegatesofHadesstandthegreystonelanterns.Awaveofrareincenseis

waftedfromtheteaIroom;itisthesummonswhichbidsthegueststoenter.One

byonetheyadvanceandtaketheirplaces.Inthetokonomahangsakakemon,‐a

wonderfulwritingbyanancientmonkdealingwiththeevanescenceofallearthly

things.Thesingingkettle,asitboilsoverthebrazier,soundslikesomecicada

pouringforthhiswoestodepartingsummer.Soonthehostenterstheroom.Each

inturnisservedwithtea,andeachinturnsilentlydrainshiscup,thehostlastof

all.accordingtoestablishedetiquette,thechiefguestnowaskspermissionto

examinethetea-equipage.Rikiuplacesthevariousarticlesbeforethem,withthe

kakemono.Afterallhaveexpressedadmirationoftheirbeauty,Rikiupresentsone

ofthemtoeachoftheassembledcompanyasasouvenir.Thebowlalonehe

keeps."Neveragainshallthiscup,pollutedbythelipsofmisfortune,beusedby

man."Hespeaks,andbreaksthevesselintofragments.

Theceremonyisover;theguestswithdifficultyrestrainingtheirtears,take

theirlastfarewellandleavetheroom.Oneonly,thenearestanddearest,is

requestedtoremainandwitnesstheend.Rikiuthenremoveshistea-gownand

carefullyfoldsituponthemat,therebydisclosingtheimmaculatewhitedeathrobe

whichithadhithertoconcealed.Tenderlyhegazesontheshiningbladeofthe

fataldagger,andinexquisiteversethusaddressesit

"W
elcometothee,Oswordofeternity1ThroughBuddhaAndthrough

DarumaalikeThoubastcleftthyway."

WithasmileuponhisfaceRikiupassedforthintotheunknown.

自 ら 犠 牲 と な る運 命 の 日 に 、 利 休 は 主 だ っ た 弟 子 達 を 最 後 の 茶 会 に 招 き ま した 。 定
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め られた時刻 に客は悲 しみに打ち沈んで待合 に集 ま りました。露地に目をやれば木々

も戦 陳しているようで、木の葉のそ よぎも家 のない亡霊の ささや きのように聞 こえて

来 ます。黄泉の国の門に立ついかめ しい歩哨のように灰色の石燈篭が立ってい ます。

珍香が茶室か ら漂 ってきています。客に入室を勧 め る合図です。一・人、 また一人と進

み出て席 に着 きます。床の間には掛 け物がかかってい ます。古の僧侶の筆 による見事

な書で、現世のはかなさを表 しています。風炉 の茶釜が沸 く音 は蝉が行 く夏 を惜 しん

で悲 しみを浴びせ るように鳴いているように聞こえます。す ぐに主人が室に入 ります。

各 々が順 に茶 を勧め られ、順 に無言で飲み干 して、主人が最後 に飲み ます。決め られ

た作法 に従 って、正客が茶器の拝見 を請います。利休 は掛 け物 と共にみ なの前 に種 々

の品々を置 きます。みなが茶器の美 しさを賞賛 して後、利休 はここに会 した一 同の一

人__..人に土産 として一一つ一つ手渡 しました。茶碗 だけは手元 に留め ました。「不幸 の

者の唇 によって汚 された この茶碗 が二度 と使われるこ とが ない ように。」 この ように

言 って、器 を粉々に割って しまいました。

儀式 は終 わ りました。客 は涙を抑 えかねて、最後 の挨拶 を し、室 を出 ました。ただ

一人
、一番親 しく心許 していた者が、留 まって最後 を見届 けるように請われ ました。

利休 は茶羽織 を脱いで畳の上 に丁寧 にたたみ ます、するとこれまで隠されていた純 白

の死装束 にな ります。静かに宿命 の短剣の輝 く刃 を眺めて、次の ように辞世の句 を詠

みます。

人生七十 力囲希咄 吾が這の宝剣 祖仏共 に殺 す

顔 に笑み をうかべて利休は未知の世界へ と去って行ったのです。

3.竹 立庵を巡る文化の諸相

3.1岩 本栄之助

既 に紹介 した ように、大手前大学西宮キャンパスのアー トセ ンター敷地内にある草庵

様式の茶室 「竹立庵」 は岩本栄之助 の別邸の ものだ った。栄之助 は大阪北浜の株仲買人

として成功 し、 中央公会堂(中 之島公会堂)を 寄付 したことで知 られている。明治10年

(1877年)に 両替商の岩本栄蔵の次男 として生 まれたが、大阪市立商業学校(大 阪市立

大学の前身)を 卒業 した頃、兄が亡 くな り家業を手伝 うようにな り、明治39年 に家督を

相続 している。

その直後か ら株仲買人 として名声 を上 げることになる。明治40年 、 日露戦争後 の暴騰

相場 で窮地にあった北浜の仲買人仲 間を大株 主であった大阪株式取引所(大 阪証券取引

所の前 身)の 株 を売 りつ くして救 ったエ ピソー ドが知 られている。 この ような経験か ら、

何時無 くなって しまうとも限 らない資産 を何か社 会 に役 立ててお きたい と思 うように

なった ようである。そ して、明治42年 に渡米実業団に参加 したことが 中央公会堂の寄付
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につなが っていった といわれている。 この時にアメリカで富豪が公共事業や慈善事業 に

私産 を投 じていることに感動 して、明治44年 に100万 円の寄付 を公表するこ とになった。

1914年 に第一次世界大戦が勃発 し、その後暴騰 した株 に万策尽 きて1916年(大 正5年)

10月22日 に店の 自室で ピス トル 自殺 を図 り、他界 した というのが事実の ようである。あ

ま りに も綺麗過 ぎたゆえの最後 と惜 しまれた。

一方、中央公会堂 は1913年 に着工、栄之助 の死後1918年 に落成 した。様 々な講演会や

文化事業 に使 われて きたが、老朽化 が進 み市民 の支援二もあって改修 され、2002年 に再

オープンした。今 もそのネオ ・ルネサ ンス風 の威容 を誇 ってい る。

3.2久 田家半躰庵

大手前大学茶室 「竹立庵」 はアー トセ ンターの建設に当たってその敷地 にあった本屋

と共 に失 われていた可能性 もあ ったが、現大手前学園理事長福井有の意向もあって残 さ

れた。阪神淡路大震災の後 も修復保存 されて来たが、2004年 に武者小路官休庵家元 を客

員教授 に迎えるに当たってその実演の教場 に当てるため整備 された。筆者 に多少の茶 の

湯の心得があるとい うことで茶室維持の一・部の任 に当た らせていただいて きてい るが、

その間に何 か調べ物 を していた時にふ と書物 にあった写真が 目に留 ま り、竹立庵 が半7YI`

庵の写 しなのではないか と考えるに至 った。官休庵 高畠茂氏 を通 じて確 認 していただい

たところ、書面で見 る限 りはほぼ間違 いないであ ろうとのお返事 をいただいている。

竹立庵の本歌 と思われる久田家半林庵 は §3.2で 述べる久 田家中興の祖三代久 田宗

全が好 んだ とされる久 田家 を代表す る茶室である。江戸時代 の大火、兵火で焼失 してい

たが、明治14年 に旧規 に従 って復興 された。岡田(1989)に よれば半躰庵の由来は、 白

楽天の閑適の詩の一節、「南籍半林 日 暖臥因成睡」か らであろうといわれているという。

以下 は岡田(1989)の 「久田家 の配置 図」や茶室内部の説明である。内部の説明には

更 に細かい寸法が挙 げ られているが ここでは省略す る。
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[久田家の配置図]

躍 口よ り上がると正面 に台 目の蹴込床があ り、その左 に給仕 口がある。客席は床前

の一畳畳 と直角に台 目畳二畳が敷かれ、42.4セ ンチの中板 を入れて広 さは二畳 よ りも

小 問半宛広 くて、 ほぼ正方形 である。 この席 は、表千家の不審庵 と同 じ位置 に躍 口、

床 の間、給仕 口を持ち、かつ 中柱 や炉の配置 も等 しいので、不審庵 の系統 といわれ る

が、引 き締 まった不審庵の形 に対 してふっ くらしたこの席の形 は、不審庵 に比べて間

口が少 し狭 く奥行 きが少 し広 いか らであろう。三畳台 目中柱 の引 き締 まった席か ら一

畳 をと り、中板 を入れて間口を小 問半狭 め、点前畳 を一・畳 とし客席 に台 目畳二畳 を入

れて、奥行 きを小問半拡げてある。ゆっ くりして、使 いやすいであろう。

3.3千 家長老久田宗全

久 田家半A庵 を好んだ とされ る久 田宗全 は江戸中期 の千家長老であ り、久 田家 中興 の

祖 とも言 われてい る。久田家 は久田実房 と利休 の妹 との間に生 まれた久田宗栄 を初代 と

する。宗栄の子二代宗利は、利休 の孫千宗旦(1578-1658)の 娘、阿暮(お くれ)を 妻
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とした。その長子が三代宗全である。茶室半1休庵のほか、種 々の細工物 を好 み、今 日ま

で残ってい る。宗全籠 は良 く知 られているが、茶碗 、茶杓、一閑張な どである。

宗全 の弟は表千家 を継いで五代宗佐 階流斎 であるが早 く没 したため、宗全 の長男が六

代宗左覚 々斎 となった。 この覚々斎の子供 たち、すなわち宗全 の孫たちが佗 び茶の中興

期 を支 えた表千家七代宗左天然如心斎、裏千家七代宗室竹聖最 々斎 、八代宗室一燈 又玄

斎である。宗全が千家長老 といわれる所以である。天然如心斎 と一燈又玄斎 の兄弟は大

徳寺 の無学和 尚の協力 を得て七事式 を制定するなどして千家の中興 を果た したことで知

られてい る。

七事式 については詳述 を避けるが、江戸 中期 にあって茶禅一味の説、つま り茶 の湯は

単なる遊びや芸術 に留 まってはな らない、何 よりも人 間形成 の道、茶道でな くてはなら

ない という考え方が確 立 した とされ、そのこ とが七事式 に具現 されたわけである。「碧

巌録』 にある 「七事随身」の禅 の精神 に因んで、花 月 ・且座 ・廻 り炭 ・廻 り花 ・茶 カブ

キ ・一二三 ・員茶の七種 の具体的 な修練の方式 にまとめあげたという。 この作業 にはな

かなかの苦労があった と伝 え られ、 門弟の川上不 白、田沢宗掬、速水宗達 らの意見が取

り上げ られた とい う。

4.お わ りに

大手前大学西宮キ ャンパスアー トセ ンター敷地 内の竹立庵 を巡る時空 を越えた文化 の

営み につ いて、これ までに明 らかになって きた ことを中心 に、茶道の持つ文化 的意義に

も焦点 を当てて述べて きた。知 るほ どに茶室 に込め られた人 々の思いの深 さが身にしみ

る思いである。久田家半林庵 をこの茶室の本歌であると確認す るにはさらに久田家 に伝

わる旧規 を詳細 に調べ る必要が ある。 また、 どの ような経緯で岩本栄之助の茶室 として

半林庵 を写す ことになったのかも謎 のままであ る。今後の調査 に委 ねたい。
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